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ま え が き 

 

 30～40 代を中心とするミドル層を対象としたキャリアガイダンスに関する研究は、若

年層に対するキャリアガイダンスの豊富な研究蓄積に比して、必ずしも十分に行われてこ

なかった。しかし、労働市場の中核を担う 30～40 代の労働者のキャリアおよびその形成

支援については、日本国内および先進各国において常に関心が払われており、その重要性

が繰り返し指摘されてきた。 

 従来、ミドル層は、職場においては働き盛り、家庭においては出産・育児・子育てと様々

な社会的責任を負うために多忙であり、キャリアガイダンス・ニーズが相対的に少ない層と

考えられてきた。しかし、現在、日本における 30 代そして 40 代は、必ずしも以前のように

仕事を持ち、家庭を築いている訳ではない。30～40 代の失業率の増加、およびこの年代の

男性の就業率の低下と女性の就業率の上昇、さらには未婚率の上昇と独身者の増加など、

最近の 30 代～40 代の仕事と家庭をめぐる環境には著しい変化が生じている。こうした環

境変化によって、日本のミドル層には、従来、想定していなかった新たなキャリアガイダ

ンス・ニーズが生じている可能性がある。そして、この年代の新たなキャリアガイダンス

・ニーズに対応すべく、今後、成人キャリアガイダンスの新たなあり方が求められること

も想定される。 

 以上の問題意識に基づき、本報告書では、30 代・40 代の正規就労者・非正規就労者・

無業者・求職者および専業主婦層を対象に、現在、いかなる状況にあるミドル層がどのよ

うなキャリアガイダンス・ニーズを抱いているのかについて調査を行った。その上で、現

在の就労状況、これまでのキャリア、心理的特徴その他との関連を検討することにより、

30～40 代のミドル層のキャリアガイダンス・ニーズの実情とその対応のあり方について

とりまとめを行い、政策的な示唆を行った。 

 本報告書が、今後の成人キャリアガイダンスの基礎的なデータを提供するととともに、

新たなキャリアガイダンス・ニーズおよびその支援体制を考える上での一助となれば幸い

である。 
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